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設定―「地域で支える高齢者支援システム」―
松本大学　教授　尻無浜博幸

昨年度は各地区（松本市 35 地区）でどのよう
な高齢者支援の取り組みを行っているのか、全般
的に実践事例から各地区の課題を共有した。そこ
から見えてきたものは、共通項としての「見守
り・サロン」の機能と「移動支援」の機能であっ
た。今年度は、この二つの生活機能について、各
地区の取り組みの現状を学ぶことにした。
その際、留意した点は二つある。一つは、「地

域で支える」とは、あくまでもインフォーマルな
視点で捉えるという点である。身近な住民同士の
支えあいを基盤とした姿は、一番安心安全なもの
かもしれないが、資金はどう調達するのか、また
責任所在など解決しなければならない課題はイン
フォーマルであろうとフォーマルであろう関係な
く問われる。そのようなことも踏まえたインフォ
ーマルなあり方の工夫に学ぶこととした。もう一
つは、法改正による新たな可能性を探る点である。
医療介護総合確保推進法が平成 26 年度に成立し、
それに伴って介護保険法の改正があった。「新し
い総合事業」に代表されるように住民の活動が社
会保障制度上位置付けられる可能性がでてきた。
というものの、従来の地域住民の主体的な取り組
みが社会保障制度上のレールになじむのか不安な
要素は存在する。逆に言えば、社会保障制度のレ
ールが新設されることで、地域住民の主体的な取
り組みが制限される可能性もある。制度の主体者
は市町村となっているので、身近なところで、本
講座で明らかにされる各地区の実践の分析が重要
なポイントになるだろうと予測する。
3年間の学びを見据えた文科省委託事業の視

点では、今年度中が折り返し地点となることか
ら、前半は机上による学び中心とし、後半は行動
を伴った学びを中心とすることとした。後半では、
「実際に町会のサロン活動を立ち上げる」との命
題に 2町会の協力を得て、立ち上げのプロセスか
ら実行を通した学びの実践に関与させてもらった。
学ぶものは、モデル事例として生の取り組みに関
わり大変参考になった。機会を受諾して下さった
2町会では、この機会に実行に移せてよかったと
前向けに受け止めて下さった。

各地区の担当者と話しをさせてもらうと、「次
はうちの地区でも何か考えている」との話しをき
く時がある。その際、その動きを後押しできるよ
うな仕組みづくりまで至っていないのが現状の課
題である。「○○地区を視察して参考にされたら
いかがでしょう」程度の紹介しかできていない。
実践の積み重ねをもう一段上でまとめて普遍要素
を見出すことが必要になってくるのではないかと
感じる。

1）実践事例に学ぶ1　見守り・サロン編
①みんなのサロンこたろうの里

（松本市中山地区）
発表者：五郎丸道人 氏

ただいまご紹介いただきました五郎丸です。太
郎丸とか、三郎丸、四郎丸で五郎丸ですが、私の
名前が名字になり五郎丸といいます。中山地区に
法人事務所があります。きょうはサロンの立ち上
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げ、どうやって立ち上げたのか等お話しをさせて
いただきます。サロンと言っても障害者自立支援
法の地域活動支援センターになっていますので、
まだ発展途上です。よろしくお願いします。
はじめに、どうやって立ち上げたのか、お金は
どうだったのか、体制はどうしたのか、そんなと
ころをお話しするわけですが、自然の多い場所で
やりました。空き民家が中山に何軒かあるのです
が、そこで開きました。いつ開いたかというと、
平成 24 年の 4月に開きました。このときに大事
なポイントかなと思われることをみんなで話をし
ました。「住みなれた地域でできるだけ長く生活
していこう」ということが一番いいのかなと。施
設入っちゃうとか、病院に入っちゃうとか、いろ
いろありますが、できれば体がおかしくなっても、
認知症になっても、少しでも地域で暮らせないか
なと。閉じこもりだとか孤立、寝たきり予防、要
介護にならない工夫、要支援の人であれば状態の
維持、一病息災の人であればその現状の維持のた
めに家から一歩出て、皆さんと一緒に食事をした
り、お茶を飲んだり、レクリエーションをして過
ごすところだということで、地域の支えの場にし
ようということです。先ほど司会の方が言ってく
れたように、定例化してきていますので、火曜日
はピアノの先生が来て、リクエスト曲に合わせた
りして歌声喫茶みたいなこともしています。
利用していただきたい方ですが、高齢者の方、
家族の介護でお疲れの方、関心のある方、障害を
お持ちの方、ひとり親家族の方、どんな人でもい
いと、妊婦さんであっても学生であってもどんな
人でもいいから、気楽な居場所として立ち上げた
ということです。利用について、当面、毎日は開
けないということで火、木、金の 9時半から 3時
ごろまでやるということで始めました。料金は会
員制ですから、2年間、初めに 100 円をいただい
て会員になっていただいて、あと食事代をいただ
いたりして、玄関の戸をがらがらと開けると 100
円かかるということで始めました。利用希望者に
は送迎をするということでやったわけです。ダブ
りますが、何をするところということですが、こ
ちらでお膳立てをするのですが、皆でつくってい
きましょうと、お茶も自分で入れるなど、みんな
でやっていこうということにしました。
場所は、市内中山の上和泉、和泉の中河原とい
うところで、バスでも来られるように、高田店と
いうバス停から東に少し登ったところの青い屋根

で始めました。では具体的に、開くに当たってい
ろいろ課題がありました。六つのポイントをつく
りました。一つ目は、いわゆる体制をつくろうと
いうことで、平成 23 年の 4月にある職場の私ら
が直属していた職場のOB有志によって話し合い
を始めました。年をとっても、障害があっても、
将来不安もあるし、何とか何かしようということ
で始めたわけですが、そこで法人を立ち上げよう
ということで、平成 23 年 10 月に中山出張所の会
議室をお借りしまして設立総会をして、まず法人
を立ち上げました。そして、どこで始めるか。初
めは老人のグループホームはどうだろうかとか、
障害者のグループホーム、地域で暮らすにはとい
うようなことで、蟻ヶ崎のほうにちょうど施設が
あったので、そこでできないかということで始め
ました。ところが、長崎の火災ですとか、札幌で
の事故なんかがあって、建築基準法が厳しくなっ
てきたというような指導もいただいて、そこでは
できなかったわけです。いろいろ探して環境のい
いところ、設備なんかを見て、たまたま私の自宅
の 300 メーターぐらいのところに空き家があった
ものですから、そこで同じ業界で知らない人はい
ないし、相談して、じゃあここでやろうというこ
とで決めました。
三つ目は、大事な資金です。お金がないとやっ
ぱり難しいものですから、たまたま長野県の地域
支え合い体制づくりということで、県の高齢者福
祉課、長寿福祉課、松本市の担当者とも指導いた
だきまして、立ち上げ資金 1年分ということでい
ただきました。2年目から 2分の 1あるのかなと
思ったのですが、なしということで、法人でやり
くりをして進めてきました。
次に大事なのはスタッフです。食事づくりと
か、施設管理とか、9時にあけておかなきゃいけ
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ないし、終わった後とか、そんなことがありまし
て、職員の体制をつくろうということで相談しま
した。このときに中山地区にはいい歴史がありま
した。ボランティアサークル白百合会と、町会の
方たちの実績がありまして、それも、こたろうの
近くに住んでいる方が何人かおられたのです。そ
こで、白百合会の有志の人、4人くらいが、私は
じゃあ食事づくりをやってもいいと、掃除をやっ
てもいいということで協力してくれて、法人の役
員や会員が入って、毎日複数のスタッフがそこに
いるということで始めました。
実際に始めるには、利用者がどのぐらい集まる

のか、何人集まるのか、これも不安だったわけで
す。火、木、金、3日間開くことにし、このとき
に何人来るのか初めはわからないわけですけれど
も、町会役員の方々の力をいただきました。町会
長さんとか、公民館長さん、民生委員長さん、高
齢者クラブ、先ほどの白百合会、賛同者等々の関
係で力をいただいて働きかけができたということ
です。
そこをもう 1回少し説明しますが、中山地区に

は活動実績がありました。支え合い活動がなされ
ていました。平成 18 年ごろから、市の指導をい
ただきながらだと思うのですが、中山っ子安全見
守り隊ですとか、配食だとか、買い物支援だとか、
送迎だとか、いろいろされている部分があって、
このようなものがあったから、開くには力になっ
ていただけたというように思っております。
住民組織とNPOと協働でやろうということで、

町会役員の方々が初めにつくったパンフレットに
賛同者の名前で入れてくれたのです。それで全戸
に回覧を回せていただけた、情報を流していただ
けたということです。さらに、身近な人たちの中
からは、備品や必要品、机、洗面所、いろいろい

ただけました。それで日用品にも今の食材なんか
が届いているのですが、できる日が同じだから同
じようなものが多く集まるは集まるのですが、大
事に使おうということでやっています。
一番下にある「であい、であい」、これはある
会議で話されたのをパクってきた内容ですから横
入りですが、こたろうに集まる人がいっぱい集ま
ってきた中で、「三人寄れば文殊の知恵」なんて
言葉もよく出るのですが、10 人、20 人と集まる
わけです。多いときは 30 人近く集まります。そ
の中で「であい、であい」、これちょっと続けて
読むと、「であい、であい、であい、であい、で
あい…」といくと、「アイデア」という字が出て
きます。ご存じの方いると思いますが、「であ
い」の「で」をちょっととりますと「あいであい」、
「アイデア」。やはり実際にはいろいろなアイデア
が出てきていました。
どのくらいの人たちが利用してきたかというと、
初めの年は 1月 27 日から開いたんですが、1,700
人くらい、延べですね。同じ人もいますけれども。
25 年度は 2,000 人を超えています。年齢も 80 歳、
90 歳の方も来ていますし、障害者の方もよく来
られています。さまざまな人たちがいますが、中
にはケアマネジャーさんからの紹介も何件も受け
てきています。これは実はデイサービスに週に 1
回とか行っているのだけれども、ほかの曜日がう
ちにいてちょっと心配だとか、そういうようなこ
とで紹介された方なんかも、中山地区でない地区
から来ておられます。見学で、本人とか、ご家族
の方とケアマネジャーさんが来たりして、ふえた
りしてもいます。
3年目ですが、どうなってきたかということで
すが、一定、来なくなる人もいましたけれども、
利用者の定着が見られてきました。火曜日を中心
に集まることが多くなってきました。つながりが
よく、高齢の方の発言力といいますか、強いと思
いましたね。行動力も強い、体が余り動かなくて
もいいアイデアを出す。後でまたちょっとお話し
ますけれども、お互いに支え合う共感みたいなも
のも出てきていますし、当日来られない人がいる
と、「どうしただ」って電話したり、「弁当配達の
日じゃねえか？」というようなことで配食をした
りとか、そんなような動きもできてきました。
次に、ちょっと小さいのですが、平成 26 年 4
月から自立支援法に基づく障害者の地域生活支援
事業になりました。でも、高齢者の方は今までど



232

３．文部科学省「地（知）の拠点整備事業」

おり火曜日は交流の日ということで、お互いに楽
しい刺激をし合うということで、費用が若干かか
りましたけれども、やはり歌とピアノのお楽しみ
会、これも継続してやっています。
活動内容はいろいろ広いのですが、女性がやっ
ぱり多いです。男性が少ない。女子会が多いです。
それで人気なのは滑舌なんかも人気でして、麦米
とかいろいろあります。一つ紹介しますが、これ
は送迎中に高齢者の方がしゃべっているところで
す。何しゃべっているといったら、滑舌でやって
いる内容をしゃべっていたものですから、「神田
鍛冶町の角の乾物屋の勘兵衛さんの勝栗買ったら
かたくてかめない返しに帰ろう、返しに帰ろうと
返しにいったら角の乾物屋の勘兵衛さんのかかあ
が出てきてかんしゃく起こしてかりかりかんだら
かりかりかめた」とかね、こういうなのを覚えた
りして話しているような場面もありました。バー
スデーの様子もあります。室内でやらずに外でや
る活動がありまして、温泉小旅行、これが人気で
してね、伊那谷の何とかの温泉行きたいと、島々
にもいい温泉があるそうだ、岡田のほうも行きた
いなというようなことで、何回か行ったりしてい

ます。外食会、野菜づくり、野菜づくりも、こた
ろうのすぐ前の畑にもう 20 年も 30 年近くも開墾
してない田んぼ、放棄地とは言わないで、あった
ものを、みんなでやろうというようなこともやっ
ています。
どちらにしても、参加者がやりたいことを出そ
うということと、考案、こんなことやりたいとい
ったら、その材料で何が要ると。正月飾りをつく
るなんてことになったのですが、そのときに「竹
はじゃあ俺んところにあるから、俺んところの持
っていけばいい」とかね、「重い物は持てねえか
ら、小さい松飾りつくるじゃねえか」と。片づけ
までスタッフも利用者もできるだけやれることは
みんなでやろうというようなことをやっています。
これは歌ピアノの場面です。ピアノの先生が毎
回来てくれますので、その中で歌を歌おうと。歌
詞カードなんかも自分で、初めは法人で用意した
のですが、歌いたい歌とか自分たちで 40 部くら
い印刷してきて、歌謡曲の雑誌を買ってきてくれ
て、40 冊近く、自分たちで歌おうとかしています。
正月なんかも百人一首やったり、かるたやったり、
花札やったりしていたのですが、花札の強いおば
あさんがいます。かけ事をやっていたら「おいち
ょ」なんて、いろいろやったりしていました。縄
文土器づくりとかね、いろいろやりました。
これは、歌ピアノの中で真剣に歌を歌って、高
い声出したり、低い声出したりですが、声しゃが
れていたりとか、そういうこともあるのですが、
中にはハモったり、高音、低音と一緒にやったり、
輪唱をやったりとかね、結構質の高いものを、本
物をやっぱり狙うというようなこともやられてい
ます。
話し合いをよく持つのですが、これも受け売
りですけれども、1日に 1回大笑いしようとかね、
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1 日 20 人には会おうとか、100 字読もうだか、書
こうだか、1万歩は歩けないので 1,000 歩くらい
は歩こうとかね、そんなような目標なんかも話し
ながら、じゃあ 11 月 2 日の文化祭には何を歌う
だと、そのために何を練習するだというようなこ
とをやっています。これ昨年の中山地区の文化祭
に二十数人で出て、これは好評でした。ステージ
に上がれないので、下のところに椅子をつくって
もらって、会場も、つえ突いている人がいて出や
すいようにしていただいたりしています。踊りな
んかもしなやかに踊るというのは難しいみたいで、
手とか足、ぼきっていうだね。指導してもらうの
ですが、いろいろあるところでしたね。花瓶づく
り、琴、これも会員の中で出たのですが、CD借
りりゃ幾らでもいい音楽聞こえるのです。しかし、
下手でもいいから本物を目の前で見るというかね、
そういうようなことを大事にしています。
マージャンもやります。健康マージャンはコミ

ュニケーションだというようなことでやったりし
ています。また、理学療法士の専門の方が老人の
体操ということで、急に動かしちゃいけないとい
うとか、いろいろコツがあるらしくてやってくれ
ています。体づくりです。さらに、少しずつ作業
をやろうということで、梅をもいだり、漬けたり、
これはお茶づくりです、ドクダミ茶とかヨモギ茶、
いろいろこういうことやっているのです。松本美
術館に見学に行ったこともあります。ある方が絵
を出したものですから、それを見に行こうと。障
害者も来ているから、カラオケやったり、交流持
ったりしています。
こたろうの前で使われていない畑があって、葛

の木が、もう根っこが、ぐっと、こう出て、ここ
にアサギマダラ来るようで、フジバカマを 30 株
くらい植えました。多分、10 月の何日かには来

るだろうということで、あいているおばあさんが
監視役というか、来たらみんなに連絡するぞとい
うことで、これも楽しみにしているところです。
山の畑を、ちょっと山の上にやっぱり使われてい
ない畑があるものですから、みんなで開墾してい
ます。ルバーブで、ジャムをつくろうというよう
なこともやり、収穫もいろいろできてきます。自
分たちのオリジナルと言えばおかしいけれど、か
らしみそを自分ではこういうものをつくっている
ぞ、料理もやるじゃねえかなど、ハーブの関係や、
絵を描こう、七宝焼きやろう、様々です。
今来ている方はひとりぼっちじゃないと思いま
す。孤立していないと思います。来ている方の中
では地域の松原、中山の福祉ひろばのほうへも行
っているし、何か集会でもありゃ出たりして行っ
ていますから、いいと思います。今後考えていき
たいということですが、私も物忘れになっている
し、認知もちょっと来ているものですから、中山
にはさっき言ったように、登下校のときに学生た
ちが見守られて育ってきています。その人たちが、
俺が長靴履いて、スリッパ履いて歩いていたら、
声でもかけてくれるような地域になれば本当にう
れしいなというようなことを思っています。どう
なるかわかりませんが、どっちにしても、いろい
ろ社会資源を利用しながら、いい、住んでいてよ
かったというものを何かつくりたいということで
す。ありがとうございました。

②サロン月見草（松本市鎌田地区） 
 発表者：仁科　尚偉　氏
月見町の町会長を務めさせていただいておりま
す仁科でございます。
今、公民館は建てかえ中でございまして、よう
やく足枠がとれて、囲いがとれたということで写
真を早速撮って、今日皆さん方に見ていただこう
ということで持ってまいりました。それから下が
ふれあい市場ということです。先ほども発表の中
に資金が困るということがありましたが、月見町
のサロン月見草とか、そういった運営、その他ボ
ランティア活動には、このサロンじゃなくて、ふ
れあい市場というところから援助が出ておるとい
うことでございますので、このふれあい市場につ
いてもお話しをしたいと考えております。
月見町というのは、昭和 39 年東京オリンピッ
クの年に、県の企業局によって造成された宅地団
地です。全部木曽から伊那から東筑からみんな集
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まってきて、町ができたと、こういうところでご
ざいますので、おおむねみんな年代的に同じ人た
ち、そしてみんなやっぱり一番働き盛りだった人
たちが集まってできたというのが月見町町会。お
おむね 250 戸ほどありますが、非常にそういった
意味ではまとまりのいいところでございます。そ
のような関係ですので、今、高齢化率 44％を超
えて、松本市の中では一、二番を争うのではない
かと思いますが、そういう実態でございます。
それで、本日のメーンスローガンといいますか、

「地域の中で高齢者を支えるために」ということ
を書いてありますが、うちの町会はこれじゃあち
ょっと下の衆が支えられないという、こういう実
態でございますので、「高齢者が地域の中で支え
合うために、みずからが支え合うために」という、
こういう格好でもって、下に書いてあります「自
助」を一番にして、それから「共助、公助」、こ
ういう関係でなっておりますので、その下には本
人の健康づくりを一番にさせていただいて、仲間
づくり、地域づくり、こういうことでもって発展
をさせていただくという、こういう仕組みでもっ
ていろいろな取り組みをしております。
私も生産者です。朝 5時半から生産者は自分で
つくった農産物を持ち寄ります。平成 13 年ごろ
から、これが始まったということです。言うなら
ば、家庭菜園等でつくった農産物が余っても、近
所へやれば近所はまたお返しをよこしたり、そう
いったことでもって、みんなが処分に困って、み
んなで「それじゃあ、安く提供して有効にそのお
金を使おうじゃないか」という、こういうのが発
端です。
これ一包み、みんな 50 円です。ネギがたんと
出ただとか、キュウリがたんと出た、ナスがたん
と出たというときには、普通は三つぐらいですけ

れども、五つから六つも入れて 50 円で売ってい
ます。
これは、生産者がみんな実行委員会ということ
でもって、準備をしております。5時半から 6時
半までが準備時間です。それから 7時から販売と
いう、こういう関係になります。親戚から持って
きて売るという、売るといいますか、提供する人
もあります。こんなにたくさん自分ちではありま
せんので、そういう人もあります。お姉さんが島
立で花をつくっているお宅は、島立から売れない
花をもらってきて、ここでやっぱり提供していま
す。
7時開店、15 分でおおむね売り切れです。それ
で残ったのは、これからも映りますが、無人販売
ということでもって自主的にお金を入れてもらう
という、こういう関係になっています。もうお金
のほうは自主精算で、協力金箱というところへお
金を入れてもらうという、こういうシステムにな
っています。
このようなシステムでもって、資金は稼がせて
いただいて、サロン月見草というのは平成 18 年
ごろ発足いたしました。当初は、ふれあい市場の
ほうからも資金援助いたしまして、食事会という
ことでもって女性ボランティアの皆さんが始めた
のですが、鎌田の福祉ひろばのほうでもってコー
ヒーサロンを始めましたので、どうしても月見町
もあそこまで行くわけにはいかないということで
もって、この月見町の公民館でコーヒーサロンを
開くようになったというのが発端です。
それから、先ほどの資金の関係でいきますと、
男性ボランティアというところへも資金援助をし
ています。これは奈良井川のアレチウリ対策とい
うことでもって、月見橋から島立橋の間には今も
見ていただければ、あそこだけはアレチウリがな
いというくらいアレチウリを徹底して、もう 7年、
8年になりますか、アレチウリ対策をしておりま
す。
それから、フラワークラブというところへも資
金援助しておりますが、フラワークラブというの
は、月見町の入り口ないしは月見町ロータリーと
いうところでもって、公民館の前がロータリーに
なっているものですから、そこの花壇等の手入れ
をするという、そういった関係等にも援助をして
おるという、こんな関係でございます。
それで前段言いましたが、地域の中で高齢者を
支えるためにということでもって、月見町としま
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しては、災害時の支援台帳と見守り安心ネットワ
ークの基礎資料ということでもって、全ての家庭
の構成を全部掌握しております。そして非常時に
は連絡先も全部掌握しておってということでもっ
て、いざというときには町会並びに民生委員が支
え合って先頭に立っていくということです。
月見町には三つの約束ということでもって、家

を留守にするときには必ず近所にいつまで留守に
するかということを言っていくこと、それから新
聞をとってない、電気がつかない等不審なときは、
組長ないしは町会長、それから民生委員に連絡す
るということでもって、そこの三者が災害時の支
援台帳は町会長と民生委員、それから見守り安心
ネットワーク基礎資料等については組長が持って
おりますので、ここでもって連絡先がわかって連
絡をするということでもって、一応、高齢者を守
る体制は整えております。それから 3番目には、
連絡先が変更したときには早目に連絡をすること
という、こういうことでもってお互いに支え合っ
ておるということです。
事例的には一つだけご披露いたしますが、お医

者の先生が長野で講演を頼まれておって、講演に
行くのですけれども、長野では来ていないという、
こういう連絡がありました。このお医者様は奥さ
んがやっぱりお医者さんで、先に先立たれてしま
ったので独身でおったわけです。長野からの連絡
が渚の消防署へ入りまして、消防署でもってすぐ
飛んできて、一応見ましたが、消防署というのは
玄関のガラスを割ったりして入ることができない
ということで、すぐ私も呼びつけられまして、す
ぐにそれじゃあということでもって親戚へ電話を
かける、それから親戚といいますか、子供のとこ
ろへ連絡をとる、それから警察のほうへも連絡を
とらせていただいて、警察が飛んできて本庁と連

絡をとって、それじゃあガラス窓を割って入りま
すということになって入ったのですけれども、そ
のときにはようやく虫の息でいるところを助ける
ことができました。
おかげさまで、今はセントラルの高級なところ
へ入って優雅な生活をしているようでございます
けれども、そんな事例もあったということでもっ
て一命を取りとめたというふうな経験もございま
す。いないいないということでもって騒いだら九
州に旅行へ行っていて、九州が実家だったなんて
いうこともありますけれども、そんな事例もござ
います。
以上、時間が来ましたので報告を終わらせてい
ただきます。

③松本市島立地区福祉ひろば事業
（松本市島立地区）

発表者：松崎希佳子 氏
皆さんこんにちは。これまでのお話しで本当に
高齢者が高齢者を支えて、地域が活性化している
なととても感じました。ところで、それでは行政
の取り組みはどうなっているのかというところへ
戻りまして、福祉ひろば事業についてお話しさせ
ていただきます。
住民のつながり、かかわりが希薄になっている
現在、町内公民館などで行うお茶飲み会や出前ふ
れあい健康教室、それから地区公民館や福祉ひろ
ばで行う事業やサロンは、住民の交流の場として
大事な役割を担っていると思っております。
まず、出前ふれあい健康教室です。皆さん、そ
れぞれの地区でふれあい健康教室というものが行
われていることはご存じかと思いますが、まだ参
加されたことないよという方も中にはいらっしゃ
ると思います。平成 7年に福祉ひろばが各地区に
開設されて、だんだんですが、順次開設されてい
きまして、その中で市の主催事業として各地区の
福祉ひろばで、ふれあい健康教室というものを月
に 1回ないし 2回とか、行っている地区もありま
す。内容は、保健師による健康相談や包括支援セ
ンターの職員による介護相談、介護予防体操やレ
クリエーション、その他季節の行事やものづくり
など、住民誰もが気軽に参加できる内容で、おお
むね月 1回行っております。
先ほど月見町でも話がありましたが、福祉ひろ
ばまでどうしても遠い町会なんかもありますの
で、そういうところへは町会からの要望があった
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りして、町内公民館へ職員が出向いて出前講座と
いうものを定期的に行っています。島立において
は 10 町会あるのですが、なかなかやっぱり足並
みを揃えて 10 町会全部に出向いているかという
と、なかなかそうはいかない現状もあります。
福祉ひろばで行っている健康教室では、体操を

したり、今年のひな祭りのときにちょっと壁に飾
れるような工作のようなこと、誰でもできるよう
な内容を行っています。
それから、サロンについてです。35 地区 36 館
の福祉ひろばのうち、毎月ないし年に何回か行っ
ている地区は現在 27 地区あります。喫茶という
ところ、25 地区書いてありますが、私、最新の
先月号の「ひろばだより」でチェックしたところ
によると、ここから 2地区ぐらいまたふえていて、
26 年度は 27 地区で行っておりました。それで不
定期に開催している地区もありますが、ひろば喫
茶、おしゃべりサロン、縁側カフェなど、事業名
はさまざまですが、要は地域住民が集まり、お茶
を飲みながらおしゃべりする場というのが共通の
ようです。運営主体は、ひろばのコーディネータ
ーが音頭をとるのですが、そこへ地域のボランテ
ィアの皆さん、それから民生委員さんなどが協力
して行っている地区がほとんどであります。
どうしても地区の福祉ひろばは拠点が 1カ所な

ので、なかなかやっぱり遠い町会なんかは出てこ
られないとか、デイサービスと違って送迎があり
ませんので、乗り合いとかで来てくださる方もい
ますけれども、さっきの話じゃないですが、やっ
ぱり全体的に高齢化してきていて、高齢者が高齢
者を乗せていくのはどうなんだとか、何かあった
とき困るんじゃないかとか、いろいろ課題があり
ます。できればさっきの月見町の話じゃないです
けれど、本当に地元の公民館や何かを利用して行
える場がたくさんできてくれば、本当にひろばな
んか要らなくなっちゃうのではないかと思います。
それが理想の形なんじゃないかなと思います。
島立の中でも大庭町会というところは、去年、
この講座にも出てきてくださっていましたが、本
当に毎月、毎月の中でも喫茶をやる月、それから
お食事会をやる日もあったり、月に何回も住民が
集って何かしら体操をやったり、歌を歌ったり、
そういう町会もありますので、ぜひそういう自主
的な運営ができるようなサポートを行政が支援し
ていかれる体制がつくっていかれることを目標に、
私たちも頑張っていきたいと思います。

2）実践事例に学ぶ2　移動支援編
①新村地区プチ送迎（松本市新村地区）

発表者：上原　哲郎　氏
今ご紹介いただきました上原哲郎と申します。
よろしくお願いします。もともと静かな男です声
が小さいときがありますが、聞けなかったら遠慮
なく言ってください。
それでは、新村のプチ送迎ボランティアですが、
今現在は全員 2,000 円の参加費用というのですか、
それをいただいて、関係する人全員が 2,000 円納
めていただいているということで、それはボラン
ティアの精神で出していただいております。
後でまたその内容についてはご説明いたします
が、新村地区の概要というのは、世帯数が 1,284
世帯、人口が 3,300 くらいの小さな地域でありま
して、これは 10 月 1 日現在の話でして、その中
に高齢化率はどのぐらいだと見たときには 32％
を超えているという地域でありまして、65 歳以
上のひとり暮らしが 71 世帯、70 歳以上の高齢の
夫婦ですね、これが 68 世帯あります。一般的な
農村地区で米の農業が盛んですが、どこへ行くに
も車が必要になると。買い物もそう、医療機関へ
行くにもそう、それから農業もそうというような
状況の中で、車に依存している状態のところであ


